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<ごあいさつ>
晴れやかに令和２年がスタートしました。昨年は、台風１９号等の

自然災害の激甚化、広域化により多大な被害が発生し、改めて「防災・
減災」の重要性と一層の災害に強いまちづくりが急務と認識しました。
今回、１２月議会の一般質問及び建設委員会にて「災害に強いまち

づくり」をテーマにいくつかの質問をさせて頂きました。今後も安心
安全に暮らせるまちづくりを目指し全力で取り組んで参ります。
本年も暖かいご指導を賜ります様、よろしくお願い申し上げます。

◆稲垣市⾧へ令和2年度予算要望書[90項目]を提出。(11月5日) 
◆12月定例会＜一般質問＞(12月5日)
1. 交通事故、犯罪のない安心安全なまちへ
2. 災害に強いまちづくりについて・・・次頁詳細
3. 小学校のプログラミング教育について

◆幼児教育・保育無償化に関する実態調査 ・・・ 『評価』約9割
2019年10月からスタートした「幼児教育・保育の無償化」について公明党は、
11月から、全国の国と地方の議員が利用者と事業者から効果や課題を聞き取る
実態調査を実施しました。利用者の約9割が「評価する」「やや評価する」との回答。
一方、「保育の質」の向上、保育士の処遇改善等の課題も。公明党は、12月の
国会で課題を打ち上げ、政府も来年度の改善に向けて取り組むことになりました。

トピックス

公明党刈谷市議団より提出



12月本会議一般質問より
テーマ：災害に強いまちづくりについて

『まちの景観づくり』だけでなく、『防災』や『歩行空間の
バリアフリー化』につながる無電柱化の整備状況は?
現在、県道を含めて複数路線で事業を進めており予定延⾧の
約7割の約3.6kmが完成。今年度は、刈谷環状線の一部(大手町
交差点-住吉交差点間)にてバリアフリー工事に合わせ整備中。

質問

答弁

災害時の『緊急輸送道路』や『主要避難道路』など幹線道路
の早期無電柱化が必要と考えるが、市の考えは?

今年度『刈谷市無電柱化推進計画』の改訂作業を進めて
おり、『地域防災計画』との整合を図り、防災の観点から
必要道路の無電柱化を計画的に推進する予定。

昨年の台風15号において千葉県を中心に電柱や鉄塔、街路樹等の倒壊に
より、⾧期に渡り停電や断水が発生し市民生活に多大な影響を与えまし
た。国土交通省は、無電柱化（電線類の地中埋設）を推進する方針を打
ち出しており、今回、刈谷市の対応状況について質問いたしました。

質問

答弁

低コスト工法の検討も含め今後も無電柱化の拡充を要望していきます。

①用水路の転落防止

②公園樹木回りの突起物撤去

<末広町3丁目付近> <小垣江町上沢渡付近>

<亀城公園> <東刈谷町1丁目付近>

通学途中の児
童が転落する
危険があり柵
を設置して頂
きました。

夜でも認識
出来る反射
板付きオレ
ンジポール
を設置して
頂きました。

樹木養成用の
円筒物に躓い
て転倒された
ご婦人がいる
とお聞きして
すぐに撤去し
て頂きました。

トラックの通
行を妨げてい
た古い樹木は、
災害時に倒壊
の恐れがあり
伐採して頂き
ました。

③通行妨害の古い街路樹の伐採

皆様のお声をかたちにしました!


